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下水道の整備・普及

現場では水道メーターの検針

水質の管理

雨水の処理 皆さんの家にある水道メー
ターを見て、どのくらい水
を使ったかを確認します。
これを検針といいます。
市では2カ月に1回検針を
行った後に、使った水の量
から水道や下水道の料金を
計算します。

新しく水道管を設置する工事や、古くなった水道管を
取り替えるための工事などを行っています。
また、水道管から水が漏れていないかどうかを調査し
て、漏れている場合は修理するなどの維持管理を行っ
ています。

市には「黒磯水処理センター」と「塩原水処理センター」
の2カ所の下水処理場があります。
黒磯水処理センターは昭和55年から、塩原水処理セン
ターは昭和61年から稼働しています。きれいになった
水は那珂川と箒川へ放流しています。

下水道に接続できる区域以外は、浄化槽を設置するこ
とになっています。
現在の浄化槽はとてもコンパクトですが、生活排水の
汚れを10分の1程度に減らし、下水道の水処理センター
と同じくらいに水をきれいにすることができます。
浄化槽の管理には、定期的な保守点検や清掃の実施が
必要です。

計画に沿って下水道管をつくっています。
市の下水道管を全部つなぐと約540キロメートルです。
また下水道管と併せて、マンホールやポンプ施設など
も整備しています。

汚水は24時間休みなく流れてきます。そのため、水処
理センターでは、汚水を処理する機械が1日中動いてい
ます。
また、処理した水が川や海を汚さないように法律で定
められた水質の基準を守れているかどうか、処理の状
態や処理した水の検査をしています。
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下水道管などには、汚水のほかにも土砂やごみなどい
ろいろなものが流れてきます。詰まったり、壊れたり
しないよう点検・清掃・修理をしています。

個別音聴検査

漏水発見器
による調査

汚水の処理

浄水場でのチェック

蛇口から出る水道水のチェック

河川などの水源から取り入れた
水のチェック

水道週間
6月1日～7日は水道週間です。

「透き通る　誇れる水に　感謝する」
（第67回水道週間スローガン）
私たちの生活に欠かせない水。この
機会に一緒に水のことを考えてみま
せんか。
また、水を大切に使うために、家庭の水道管や蛇口の
漏
ろうすい
水も確認してください。

安全安心な水を届ける水道事業暮らしの衛生と環境を守る下水道事業

下水道は、浸水対策の役割も担っています。
雨水が道路側溝などでは排水しきれずに、地表に溜まっ
て浸水が発生することを「内

ないすいはんらん
水氾濫」といいます。降っ

た雨水を下水道で河川に放流することで、内水氾濫を
防いでいます。

▲内水浸水想定区域図
　短時間の大雨による
　浸水の範囲と浸水の
　深さがわかります

本市の下水道［普及率］　　　　　　  （令和7年3月31日現在）

普及率
行政区別 下水道接続可能区域 普及率（％）

人口（人）Ａ 世帯（戸）Ｂ 人口（人）Ｃ Ｃ/Ａ

黒磯地区 60,516 16,647 35,420 58.5

西那須野地区 48,415 14,130 29,948 61.9

塩原地区 6,441 1,703 3,465 53.8

合　　計 115,372 32,480 68,833 59.7

老朽管の更新

検査をする項目は水道法で決まっていて、原水
15カ所、浄水38カ所の検査を専門の水質検査機
関が行っています。
浄水場の出口から給水栓（蛇口）の間では、水道
水の色、濁り、消毒の残留効果の検査を毎日1回
行い、水道水の安全を確認しています。

近年、気候変動の影響から大雨が頻発することで下水
道への負担が増加し、内水氾濫による被害（内水浸水）
が発生するリスクが高まりつつあります。被害を防ぐ
ために管路などの整備が必要ですが、そのためには膨
大な費用と時間がかかり、すぐには整備しきれないの
が現状です。そこで、内水浸水への備えのため、「内水
浸水想定区域図」を作成しています。

▲黒磯水処理センター

下水道の役割 水道水を守るために

▲鳥野目浄水場
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